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血行障害が
起きる

感染症に
かかり

やすくなる

歯周病菌の
内毒素が
血液に入る

インスリン
の効き目が
悪くなる

血液中の
TNF-αが
増加

悪化

悪化

歯周病が悪化
すると糖尿病
も悪化する

糖尿病の人は
歯周病になり
やすく重症化
しやすい

体の抵抗力
が弱くなる

歯周病 糖尿病

糖尿病が進行し高血糖状態が続くと、体の中の防御反応が低下して感染症にかかりやすくなりま
す。現在、成人の約８割が発症している歯周病も、細菌感染を原因とする感染症の一つです。
そのため、糖尿病の人は健康な人と比べ、歯周病にかかる確率が         以上高く、重症化しやす
いと言われています。

最近の研究では、歯周病の治療とメンテナンスが、糖尿病の血糖コントロール改善に関係することが
報告がされており、糖尿病（高血糖）と歯周病の間の関連性が注目されています。

歯周病が進行すると、歯周病菌から出される内毒素が歯肉から血管に入り込み、ＴＮＦ-α（腫瘍壊
死因子）という物質が分泌されます。そして、血管中のＴＮＦ-αが増加するとインスリンの働き
が低下するため、血糖値が上昇してしまい糖尿病の悪化へと繋がります。

また、糖尿病の方が重度の歯周病になった場合、軽度の歯周病に比べ、2年後に糖尿病が悪化して
いる確率が         高くなると言われており、とくに注意が必要です。

歯周病と糖尿病の関係

糖尿病の人は、歯周病にかかりやすく重症化しやすい
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歯周病が悪化すると糖尿病も悪化する


